

























きかも含めて若干の私見を述べたい。     
 
Key Word : 高齢者・介護予防・効果・長期介入 
 
【はじめに】平成 18 年 4 月より、国家プロジェクトとして「介護予防」がスタートする。
要支援認定者（対象者予測数 120 万人）を対象とした介護保険給付事業としての「介護予
防」。一方、自立しておられるものの「虚弱」でこのままで推移すると「要支援・要介護」























①過去１年以内に歩行中つまずいた              表２  調査対象者の一般情報
年齢   68.2±7.7   
男性（%）   24.8     
女性（%）   75.2   
体重（kg） 52.9±9.0    
身長（cm） 156.2±8.87    
BMI（kg/cm2） 20.25±5.62 
②過去１年以内に歩行中転倒した            
③最近、歩く際に以前より不安定になってきた 
④最近、杖を使いたいと感じる。または杖を 
使うようになった                    
⑤最近足腰の力が弱くなった                
⑥最近ふらつくなどバランスが悪くなった  
⑦外出する頻度は 1 ヶ月に 1、2 度程度である 







たり、その事業コンセプトと運営スタッフについては表 3、表 4 に示す内容で実施した。 
 
 表３ 介護予防の事業コンセプト        
・ 運動器に対する自己効力感の獲得  
・ 自覚された筋力とバランスの獲得  
・ 過剰介護の徹底排除 
・ 現状と効果に対する科学的検証 
・ 現状と効果に対する一般化された説明と理解  
・ 獲得された機能、自己効力感の活用環境提供と目標の明確な意識化  




・ 介護福祉士 等 介護関連職種 
・ 医師（非常勤） 









おける機能レベルは図 1 に示すような結果となった。今回評価対象とした身体機能 7 項目
については、いずれも有意に変化していた（ｐ＜0.05）。 
図１ ６年間の介護予防介入における各種身体機能に対する効果 
①大腿四頭筋々力テスト（㎏／m）ｎ=622                                                  
   
 
 
 ②8 FEETS UP & GO TEST（秒）ｎ=592 
 
 
③開眼・閉眼片脚立位時間（秒）ｎ=602                                                  
  
 
④立ち上がり（回数／30 秒間）ｎ=622 ⑤腕まげ（回数／30 秒間）ｎ=622 
        
 
 ⑥長座位体前屈（㎝）ｎ=622     ⑦６分間歩行（ｍ）ｎ=527 
   
以上の身体機能変化がメンタルヘルスやＱＯＬにどのように影響しているかについて






















前 83.1 79.8 71.0 54.0 68.6 78.8 76.9 47.6
後 87.0 75.9 75.8 67.1 73.5 85.5 76.9 78.8










































































































日常役割機 全体的健康 社会生活機日常役割機身体機能 能（身体） 体の痛み 感 活力 能 能（精神） 心の健康
前 90.7 100.0 86.7 77.7 80.0 100.0 100.0 87.4
後 93.6 100.0 73.9 80.6 82.9 82.9 100.0 81.1
































































































































































    
動群（p＜0.0001）     統制群（ns） 





身 下半身 ジョグ ストレス 自立維持上半
前 35.2 74.6 39.2 68.3 83.4
後 38.1 75.2 37.1 72.4 85.0
有意確率 ns ns ns 0.06 ns
上半身 下半身 ジョグ ストレス 自立維持
前 40.3 81.0 45.5 76.0 91.0
後 49.3 89.9 59.1 79.9 95.8
有意確率 0.52 ns ns ns ns
運



































 ３）塩 合ケア 2004；14(2)： 
 ４）塩中雅博．堤俊彦 他．在宅における介護予防を目指した運動介入「田原本町アク
 ５） ・森本 至完・上田 泰子．介護予防教室における
 １）塩中雅博，盛田
きる ADL 」と「している ADL」の差と意欲・自己効力感との双方向因果分析：構
造方程式モデルを用いて．健康の科学 2002；44：727－733 
盛田寛明，塩中雅博，古井透，宮川孝芳，嶋田智明．在宅高齢
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